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授業の概要・ねらい
／Course Aims

店舗経営において重要な問題となるのが在庫管理である．商品が売れ残ると管理コストが増加し，
在庫不足になると販売機会を喪失する．本講義では，データマイニングの手法の講義，分析手法の
講義，流通業界に関する講義を行ったあと，実際のPOSデータを利用し，様々な販売ロスの削減に挑
戦する．例えば，売上と天候気温の相関，重点的にロスが出やすいカテゴリ，廃棄傾向が高まる価
格帯，チャンスロス可能性の製造商品，調査店舗間でのロス傾向の差異など，多種のデータが含ま
れる膨大なPOSデータから，問題点を探し，その解決策を探る．企業担当者も交えた発表会および企
業担当者との議論なども予定している．

到達目標
／Course Objectives

実際のデータマイニングにおける仮説構築を通して，仮説構築の検討手法の修得を目指す．

成績評価の方法・基準
／Grading Policies/Criteria

毎回の出席は必須．分析内容，プレゼン，質疑，レポートなどで評価を行う．

教科書
／Textbook
参考書・参考文献
／Rreference Book
履修上の注意 ・メッセージ
／Notice for Students

毎回の出席は必須です．各自のデータ分析に加えて，グループでの作業が中心となります．グルー
プワークおよび質疑などへの積極的な参加が必要となります． また，講義時間外でのデータ分析作
業，プレゼン作成作業も必要となります．講義期間中は，講義時間外においても，十分に時間を確
保できるようにして下さい．

履修する上で必要な事項
／Prerequisite

企業から提供される匿名データを用いた講義・演習となります．匿名データは用いていますが，企
業内部の情報が分かるデータのため，データ漏洩などには特に気をつけること．

履修を推奨する関連科目
／Related Courses

実践的データマイニング２

授業時間外学修についての指示
／Instructions for studying
outside class hours

授業計画に沿った予習・復習，およびレポート作成・プレゼン作成に関する課題の調査・考察に，
計60時間の授業時間外学習を行うことが必要です．

その他連絡事項
／Other messages
授業理解を深める方法
／How to deepen your
understanding of classes

講義・演習中には，企業の担当者に常駐してもらう予定です．不明な点などについて，積極的にコ
ミュニケーションを取ることで，より理解が深まります．

オフィスアワー
／Office Hours

月曜日4限

科目ナンバリング
／Course Numbering

S5110S09J

高等教育無償化に関する特記事項
／Special note on free higher
education



回（日時）
／Time (date and time)

授業計画詳細／Course schedule

主題と位置付け（担当）
／Subjects and instructor's position

学習方法と内容
／Methods and contents

備考
／Notes

諸注意・準備，データの分析（１）
・諸注意やデータ分析のための準備をす
る．
・データの分析に関する講義を行う．
データの分析（２）
・データの分析に関する講義を行う．
流通業界の紹介，課題の紹介（１）
・流通業界，利益構造などの講義を行う
．
・流通業界の課題について講義を行う．
実データを用いた分析方法（１）
・実際のPOSデータを用いた分析に関する
講義を行う．
・pandasの使い方
実データを用いた分析方法（２）
・実際のPOSデータを用いた分析に関する
講義を行う．
・pandasを用いた分析方法
実データを用いた分析方法（３）
・実際のPOSデータを用いた分析に関する
講義を行う．
・pandasを用いた分析方法とその可視化
仮説の検討とデータ分析，プレゼン作成
・データ分析のために仮説の検討を行う
．
・データ分析およびプレゼンの作成を行
う．

発表会１向けのプレゼン作成
・データ分析およびプレゼンの作成を行
う．

発表会１：企業担当者向けのプレゼンテ
ーションとインタビュー
・企業担当者向けのプレゼンテーション
を行う．
・企業担当者に対して，業務に関するイ
ンタビューを行う．
仮説の修正とデータの再分析（１）
・インタビュー結果をもとに，仮説の修
正を行う

仮説の修正とデータの再分析（２）
・仮説の修正をもとに，データの再分析
を行う．

仮説の修正とデータの再分析（３）
・データの再分析結果をもとに，仮説の
検証を行う．

発表会２向けのプレゼン作成（１）
・発表会向けのプレゼンを作成する．
発表会２向けのプレゼン作成（２）
・発表会向けのプレゼンを作成する．
・グループ内で，想定質疑などへの対応
を行う．
企業担当者向けのプレゼンテーションと
講評
・企業担当者向けのプレゼンテーション
を行う．
・企業担当者からの講評．
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